
じき 令和５年５月号 

住 所 三郷市泉２－１３－１ 

生徒数１年 259名 (男子 125名 女子 134名) 

   ２年 228名 (男子 108名 女子 120名) 

      ３年 223名 (男子 122名 女子 101名) 

    合計 710 名 (男子 355名 女子 355名) 
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価値ある最下位 
校 長 広木 友和 

 朝の登校時間、「今年度はスポーツデイではなく運動会として 1日行うけど、どんな運

動会にしたい？」と、３年生に聞いてみました。「絶対、優勝したい」、「男女仲良く取り

組みたい」、「後輩にかっこいい姿を見せたい」等の返答、また、頑張りたい種目は、「リ

レー」、「みんジャン」との声が多く聞かれました。新たな伝統づくりの始まりです。  

「やった、新記録だ！」１５年前、当時勤務していた学校の 

運動会本番での大縄跳び、隣で跳んでいた他学年のあるクラス 

から歓喜の声が湧き上がりました。跳んだ回数は１１回、全校 

で“堂々”の最下位でした。どうしてクラス中の生徒、また、 

担任が大喜びしているのか、歓喜の理由が運動会終了後の学級 

活動で分かりました。そのクラスは、大縄跳びの目標を、片足 

に障害のある男子生徒(Ａさん)も含め、全員で跳ぶことにしていたとのこと。競技ルール

では、Ａさんを入れずに跳んでもよかったと記憶しています。そんな中、クラス全員で決

めた目標だったそうです。多くのクラスが１５回以上跳び、優勝するためには、４０回～

５０回が例年の相場、Ａさんのいるクラスの決断に感動しました。圧巻は、Ａさんをど

うサポートするかでした。練習段階からＡさんを２人の生徒で支えながら一緒に跳んだ

り、一人の生徒がＡさんの正面に立って両腕を持って一緒に跳んだりと、様々なサポー

トを生徒が考えて実行したとのこと。本番前日までの記録は６回が最高、新記録に大喜

びする理由に納得しました。そして、クラスの団結力の素晴らしさ、深まる絆の強さに、

一担任として羨ましさも感じました。 

 反面、優勝したのに、あまり喜びを表さないクラスも見てきました。大縄跳びで最下

位、総合順位で３位にも入らなかったＡさんのクラスとの差は何だろう？理由を断定す

ることはできませんが、Ａさんのクラスは、優勝することを目的とせず、クラスの絆をよ

り強くすることを、クラス全員で大切にした結果だと想像します。優勝しても心から全

員が喜べないクラスは、運動会を行う目的の理解や、本番までの過程(話し合いや練習)

に課題があったのかもしれません。 

今月２７日(土)には、４年ぶりに第５８回運動会が行われます。ここで大切なことは、

この行事を通して、自分はどんな成長を遂げたいのかを考えるとともに、どんなクラスにしたいの

かという目的をみんなで確認することです。そして、一生懸命努力してこそ、本当の充実

感が味わえるのです。最下位になっても学べることはたくさんあるはずですから･･･ 

  

日にち 曜日 学校行事等 

１ 月 開校記念日 

２ 火 歯科健診(3-6,2-1～2-4) 

３ 水 憲法記念日 

４ 木 みどりの日 

５ 金 こどもの日 

８ 月 集金引落  

９ 火 
第２回専門委員会 特別日程 

PTA 理事会 内科健診(3-456) 

１０ 水 
市教研総会 尿検査一次 

短縮５時間 木１２３＋金１６ 

１１ 木 
第２回５学テスト（５学日程） 

尿検査一次 金曜授業 

１２ 金 
埼玉県学力・学習状況調査（全学年） 

木曜授業 

１３ 土 市 P 連新旧理事会 

１６ 火 

短縮５時間 金２３４５６ 

部活動保護者会 通信陸上大会 

学校総合体育大会代表者会議 

中間テスト前諸活動停止期間（～１９日朝） 

１７ 水 歯科健診（１－４５６７あ） 

１８ 木 第３回５学テスト（５学日程） 尿検査二次 

１９ 金 
中間テスト（テスト日程） 

短縮５時間 尿検査二次 

２２ 月 職員会議 

２３ 火 歯科健診（２－５６、１－１２３）  

２４ 水 運動会予行 学総（新体操） 

２５ 木 
運動会予行予備日 

内科健診（１－７、２－１～６） 

２６ 金 
短縮５時間 放課後：運動会会場準備  

第４回５学テスト（５学日程） 

２７ 土 第５８回運動会（雨天時は月曜授業）  

２９ 月 振替休日 

３１ 水 運動会予備日（雨天時は水曜授業）  

三郷市立北中学校だより  きたちゅうものがたり むらさき薫る 

わが校旗 

かかげて進む 
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４月１０日（月）午前、第６２回入学式が華やかに挙行されました。

市内最大の新入生２５９名が入学しました。今年度は、「新入生代表の

言葉」と生徒会長による「歓迎の言葉」が４年ぶりに復活しました。N

さんと Tさんが、それぞれ心を込めて述べてくれました。（下写真参

照） 午後に行われた始業式では、各学年の代表生徒４名【Aさん、D

さん、Hさん、Sさん】が新しい１年の抱負を語ってくれました。４月

の初心を忘れず、５月も様々な事に積極的に挑戦していきましょう。 

第６２回入学式・始業式 



 

 

 

 ４月１７日（月）の週から、いよいよ通常の時間割による授

業が開始しました。新年度を迎え、心機一転がんばろうという

生徒みなさんの気持ちが感じられ、おおむね良好なスタート

をきることができたようです。 

 また、各学年の授業参観も実施し、各クラスの様子を保護者

のみなさんにご覧いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月１０日（月）第６２回入学式が挙行されました。２５９名の新入生を迎え、全生

徒総数は７１０名。これまでと同様、市内で一番生徒数が多い学校です。初々しい制服

に袖を通した新入生の姿からは「希望」と「わずかな不安」が感じられます。でも大丈

夫です。「何とかなる」を合言葉に中学校生活を思いきり過ごしましょう。 

 午後からは１学期の始業式が行われました。校長先生の話だけでなく、代表生徒の話

に対しても顔を上げ、真剣に聞く２・３年生の姿からは先輩の頼もしさを覚えました。

こうして北中の伝統が繋がっていきます。これからも「学びを紡ぎ 夢を叶える 北中学

校」を支え、引っ張ってください。 

 

 

 

 

４月１４日（金）避難訓練が行われました。余震を

想定し、避難中にもう一度身を守る訓練も実施しま

した。 

大きな地震が来た 

ら、複数回の揺れが 

あるかもしれないこ 

とをイメージできた 

よい訓練でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２７日（土）の運動会に向けて各学年の準備

や練習が始まりました。４月末の段階で、校庭や体

育館ではクラス・学年でのまとまった声かけ、互い

を気遣う姿が見られます。日を追うごとに運動技能

と精神力、集団力の高まりを感じます。運動会当日

はどのようなパフォーマンスを発揮するのか、今か

ら楽しみです！ 

 

 

 

 


